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課題

⚫ 東北は少子高齢・人口減少が進む課題先進地域であり、コロナ禍で落ち込んだ観光客数も回復していない。仙台市においても観光客は、滞在時間が比較的短い傾向があり、七夕まつ
りや牛タン等訴求力のあるコンテンツがある一方で、認知度が低い観光資源も多い。本市を含む東北地方の持続的な発展を推進するためには、東北の玄関口であるという都市特性
の観点から、交通サービスと観光資源を効果的に連携・利活用しながら、域内の回遊性向上と観光消費額の増大により、地域経済の活性化を図る必要がある。

事業エリア
/交通事業

[交通サービスの高度化（マルチモーダルかつシームレスな移動体験の提供）]

⚫ やまがたMaaSと連携し、各アプリの相互リンクや両市をまたぐ周遊チケットを造成
し、仙台MaaSの認知拡大と広域周遊の促進を図る。

⚫ 現状クレジットカードのみとなっている決済手段を追加することで、ユーザーの利便
性向上を図る。

⚫ 地下鉄駅の有人改札にQR改札機を導入し、改札のスマート化によりユーザーの利
便性向上と駅務員の負担軽減を図る。

⚫ 市民ポータル（自治体アプリ）とシングルサインオン（SSO）連携を行い、市民認証や
市民ポイント活用の可能性を検討する。

[モビリティ・データの取得と活用]

⚫ MaaSアプリで収集する利用者情報のデータ（属性データ、購入や改札時のGPSほ
か）を随時各事業者（交通・施設）で取得し、交通施策や周遊パス・企画券等の新規チ
ケットの開発、広報戦略に活用する。また、定例的に開催している会議（年２回）にお
いて事務局で取りまとめのうえ、各事業者に報告し、具体の取組検討に活用する。

[エンドコンテンツとの連携]

⚫ レジャー施設等で広く導入されているチケットシステムとAPI連携し、新規施設を仙
台MaaSに取り込むとともに、乗車券（交通）と入場・体験チケット（観光）のセット券
や周遊パスを造成する。

座組

事業の
新規性

◼ 他自治体（山形市）との連携により、市域・県域を越えた広域周遊を促進する。

◼ 市民ポータルとのSSO認証を行い、市民の利用機会及び利用方法の拡充を図る。

◼ 決済手段の追加、地下鉄駅へのQR改札導入により、ユーザーの利便性向上を図る。

◼ 外部チケットシステムとのシステム連携により、交通・観光のセット券等を造成する。

データの
活用等

ＭａａＳ
アプリ等

スケジュール

プロジェ
クト概要

効果

⚫ やまがたMaaSとの連携により、公共交通を利用して両市内を周遊する来訪者が増加する。

⚫ 仙台MaaSの利便性向上と交通・観光のセット券造成等の魅力向上により、公共交通利用に
よる交流人口拡大、圏域内の回遊性向上に寄与する。また、交通事業者・観光事業者間の連携
を促し、より高度な民間サービスの提供が期待される。

事業エリア：仙台市全域及び周辺市町村（山形市、富谷市、名取市、川崎町）
鉄道：仙台市交通局、JR東日本、仙台空港鉄道
バス：仙台市交通局、宮城交通、タケヤ交通、愛子観光バス 
タクシー：宮城県タクシー協会加盟会社
シェアサイクル：ドコモバイクシェア、エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ
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⚫ MaaSプラットフォーム：アルタイルトリプルスター
⚫ フロントエンド：スクラッチ開発
⚫ 経路検索機能：GoogleMap
⚫ ダッシュボードシステム：アルタイルトリプルスター
⚫ API連携：TicketHUB(チケットシステム）

⚫ 市民ポータル：EYE-Portal
⚫ やまがたMaaS：RYDE PASS

仙台MaaS推進に係る機能向上事業 │ 宮城県仙台市

◼ データの取得方法：（交通モード、システム（交通系IC等）、データの種類）
MaaSクラウドシステムから利用者情報、 各交通機関のODデータを取得

◼ データの活用方法：(データ活用に使用するシステムやサービス）
クラウドシステム上から利用者情報をCSV出力し、EXCEL等で分析するほか、ODデータは
GISで可視化でき、新規商品開発などに活用。

４～5月 要件定義

6～９月 システム開発

７月以降 順次新規サービス提供開始仙台市

事務局

ウェルネット

（アルタイルトリプルスター）

システム運用・改修

仙台MaaS運営委員会

（交通・商業・観光関係30者）

やまがたMaaS

連携
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